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作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 
商品名 記憶ケアβ（ベータ）ラクトリン宅配専用 100ml 
機能性関与成分名 βラクトリン 
表示しようとする

機能性 
本品にはβラクトリンが含まれます。βラクトリンには

加齢に伴って低下する記憶力（手がかりをもとに思い出

す力）を維持することが報告されています。 
 
２．作用機序 

βラクトリンの経口摂取によって、神経伝達物質の産生促進や神経新生が生

じることが、マウスを用いた試験で示されている。具体的には、βラクトリン

の摂取によるドーパミンの産生増加(1, 2)、ならびに、βラクトリン含有ホエ

イペプチドの摂取による、海馬での神経新生およびノルエピネフリン産生の増

加(3)が報告されている。 

βラクトリンおよびβラクトリン含有ホエイペプチドの摂取によって、認知

機能の維持・改善に関連する因子の減少が緩和されること、その一方で、認知

機能の低下に関連する因子の増加が抑制されることが、アルツハイマー病モデ

ルマウスによる試験で示されている(4)。認知機能の維持・改善に関連する因

子としては、シナプス小胞体タンパク質であるシナプトフィジン、神経伝達物

質であるドーパミン、脳由来神経栄養因子、およびインスリン様増殖因子 1が

挙げられており、一方、認知機能の低下に関連する因子としては、大脳皮質に

おける炎症性サイトカイン産生、活性化ミクログリア細胞流入、アミロイドβ

蓄積、および全タウ中のリン酸化タウの割合が挙げられている。 

βラクトリンの経口摂取による、認知機能を評価する各種行動試験指標の改

善もマウスを用いた試験で示されている。具体的には、βラクトリンの摂取に

よって、Y字迷路行動試験を用いた認知機能（記憶機能）の指標が改善し、検

討したペプチドの中でβラクトリンの有効性が最も高かったこと(1)、βラク

トリンの摂取によって、Y 字迷路行動試験での空間記憶能が促進されたこと

(2)、および、βラクトリンおよびβラクトリン含有ホエイペプチドの摂取に

よって、認知機能のひとつである前頭葉機能の指標（逆転学習課題）が改善さ

れたこと(5)、が示されている。 

なお、βラクトリン含有ホエイペプチドの摂取によるストレス抑制作用も示

されており、マウス尾懸垂試験による抑うつ状態（無動行動の発現時間）の改

善が報告されている(6)。抑うつ状態は神経伝達物質であるドーパミンの減少

が関連すると考えられており、上述したようなβラクトリンの摂取によるドー

パミンの産生増加(1, 2)が、その状態の改善に寄与したものと考えられる。 

このように、βラクトリンの経口摂取によって、神経伝達物質の産生増加や
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神経新生に加え、認知機能の維持・改善に関連する因子の減少の緩和や、認知

機能の低下に関連する因子の抑制が相まって、記憶力等の脳の認知機能の改善

につながるものと考えられる。 
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